
24時間
お手元のFAXで
資料が取り出せます

ソニーFAXインフォメーションサービスのご案内（FAX付電話でご利用になれます）

カーフィッティングFAXサービス　
車輌メーカー、車種・車輌形式別のカーオーディオ部の取り外し方法、
各種センサー位置等の資料
1インデックスの入手／03-3552-7209 t車輌メーカー別のBOX番号を受信
2資料請求／03-3552-7488 tアナウンスに従いご希望の車種の該当BOX番
号を入力してください。

•ソニーFAXインフォメーションサービスをご利用の際のインデックス入手料・資料請求は通話料の
みお客様のご負担となります。またFAXの機能によっては受信できない場合があります。

•FAXサービスのメンテナンス日は　毎月第2木曜日　午前8：00～午後11：00となっております。
ご迷惑をおかけしますが、当日前記時間帯は資料を取り出すことはできません。ご了承ください。
（第2木曜日が祭日の場合は前日の水曜日をメンテナンス日とさせていただきます。）

安全のために

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次のような表示をしています。表示の内容をよく理解してから本文をお
読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などによ
り死亡や大けがなど人身事故の原因となります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故
によりけがをしたり自動車に損害を与えたりすることが
あります。

　 　 下記の注意を守らないと火災・感電により死亡や大けがの
原因となります。

注意を促す記号

　　

行為を禁止する記号

　　

下記の注意を守らないとけがをしたり自動車に損害を与えたりすることが
あります。

安定した場所に取付ける
振動の多いところや、天井などに取り付けると、
製品が動く、落ちるなどにより、事故やけがの原
因となることがあります。

この説明書は再生紙を使用しています。 

VCA-116
© 2001 Sony Corporation

取扱説明書
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故になることが
あります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示していま
す。この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。お読みになったあ
とは、いつでも見られるところに必ず保管してください。

モービルTVアンテナ

販売店様へのお願い
本機の取り付け後、この取扱説明書は、必ずお客様へご返却ください。

付属部品の確認

この取扱説明書に記載されている取り付け先または接続先の機器は、すべて別売り品です。

ただし付属品は除きます。

取り付け面をきれいにするときは、市販のクリーナー液とやわらかい布を使ってください。

付属の部品で正しく取り付ける
他の部品を使うと、機器の内部を傷つける、しっか
り固定できないなどで、火災やけがの原因となるこ
とがあります。

1 TVアンテナ（左1、右1） 2 アース板×2 3 アンテナエレメント
補助クランパー×4

4 コードクランパー×4

3-234-054-02(1)

本機はDC12Vマイナスアース車専用です
大型トラックや寒冷地仕様のディーゼル車など、
24V車で使用すると火災などの原因となります。

取付は確実に行う
本書の「取り付けと接続」の説明に従って、正し
く取り付けてください。正しい取り付けをしない
と、火災や感電の原因となります。

分解や改造をしない
火災や感電、事故の原因となることがあります。
内部の点検や修理はお買い上げ店またはソニー
サービス窓口にご依頼ください。

取付、接続作業をするときは、必ずイグニッ
ションキーをOFFにするか、キーを抜いて
おく
イグニッションキーをONにしたまま作業する
と、バッテリーあがりや、ショートによりヒュー
ズ飛びや発煙などの原因となります。

ステアリングやブレーキ系統、タンクなどに
ある車の性能を維持するための部品を使わな
い
車体のボルトやナットを利用するとき、ステアリ
ングやブレーキ系統、タンクなどの部品を使う
と、制動不能や火災の原因となります。

運転操作や車体の可動部を妨げないように取り
付ける
運転の妨げになる場所、車体の可動部の妨げになる
場所に取り付けや配線をすると、事故や感電、火災
の原因となります。
• ネジやシートレールなどの可動部にコード類をは
さみ込まない。

• コード類はまとめる。
• ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダルな
どが正しく操作できることを確認する。

雨、水がかかる場所、湿気、ほこりの多い場所
には取り付けない
上記のような場所に取り付けると、火災や感電の原
因となります。

パイプ類、タンク、電気配線などを傷つけない
火災の原因となります。車体に穴を開けて取り付け
るときは、パイプ類、タンク電気配線などの位置を
確認してください。

規定容量のヒューズを使う
ヒューズを交換するときは、必ず電源コードの
ヒューズケースまたは本体に記された規定容量のア
ンペア数のものをお使いください。規定容量を超え
るヒューズを使うと、火災の原因となります。



必要な場合は、ここを

切ってのばしてください*

コネクションボックス

TVアンテナの使いかたと取り付け
かたについては
左面の「TVアンテナの取り付けにつ
いて」をご覧ください。

ご注意 
* TVアンテナコードを切る場合、下
図のように必ずコードに沿って

切ってください。

ちょっと一言 

取り付け面に付着している汚れなど

を拭きとってから、取り付けてくだ

さい。

TVアンテナコードを配線する

1 TVアンテナ1を室内側のリヤウインドウに取り付
ける

2 TVアンテナコードを配線する

下図「配線のしかた」も参照してください。

90° 90° 

3 TVアンテナコードをコネクションボックスへ接続
する

TVアンテナの取り付けについて

TVアンテナを取り付ける前に
なるべく平らな部分に取り付けてください。ガラスの曲面が大きいと
はがれるおそれがあります。
あらかじめ、水分やほこりなどを残さないように乾いた布で張り付け
面を乾拭きしてください。

リアサイド周辺に内張（ピラー）がある車種は、内張をはずして金属
面を出しアースできるようにしてください。
その場合、金属面の塗装をはがす必要はありません。

1 TVアンテナを張り付ける位置を確認する

左右のアンテナを確認してから、アンテナエレメントをまっす

ぐにのばし、テープなどで仮止めしてください。ただし左右の

アンテナエレメントがお互いに重なりあったり接触しないよう

にしてください。

車種によっては長い方のエレメントをまっすぐに伸ばせない場

合があります。その場合はエレメントを自然にカーブさせてく

ださい。

2 アース板2をアンテナ本体に取り付ける

受信感度が低下しますので、アース板は必ず取り付けてくださ

い。

この段階では補助クランパーは貼り付けず、アンテナクラン

パーに挟み込んだままにしてください。

3 TVアンテナ裏面のはくり紙をはがし、貼り付ける

アンテナエレメントをまっすぐ伸ばして貼り付けてください。

TVアンテナの取り付けについてのご注意
・取り付けは、かならず室内側のリアウィンドウにしてください。
・視野の妨げになるところには取り付けないでください。
・必ずACC電源へ配線してください。
・外部アンプやリアスピーカーのコードはTVアンテナからできる
け離してください。

取り付ける前に
•必ず室内側のリアウィンドウに取
り付けてください。

•車のラジオ用アンテナや、パーソ
ナル無線、アマチュア無線、自動

車電話などのアンテナから離して

ください。近くに設置すると、他

のアンテナの影響を受ける場合が

あります。

•湿気の高いとき（雨、霧など）は、
取り付け面を十分に乾燥させてく

ださい。取り付け面に水気がある

と、接着力が低下し、はがれる危

険があります。

•取り付け面の温度が低いときは、
接着力を上げるため、車内ヒー

ター、リアウィンドデフォッ

ガー、ヘアドライヤーなどを利用

し、温めてから貼り付けてくださ

い。

取り付けたら
•24時間はアンテナに水をかけた
り、雨にあてたり、無理な力を加

えないでください。

•走行前に、確実に固定されている
ことを必ず確認してください。

•取り付け後は、取り付け状態をと
きどき点検してください。

•アンテナ本体、エレメント、コー
ドをアルコール、ベンジン、シン

ナー、ガソリン、ワックスなどで

拭かないでください。（変形、破損

の原因になります。）

•次のような場所では、映りにくく
なります。

1.ビルとビルの間
2.高圧線、送電線付近
3.飛行機が近くを飛んでいる場合
4.電車が近くを走行している場合
5.山中や放送局から遠い場所
6.トンネル内
7.ラジオ放送、アマチュア無線局
　の送信アンテナ付近

充分な受信感度を得られないと

きは
モニター本体のTVブースタースイッ
チを「ON」にしてください。
詳しくは、モニターまたはナビの取

扱説明書をご覧ください。

金属板との間
に挿し込む

補助クランパーはアンテナ
エレメントの中央に貼る

ご注意 

•できるだけ熱線は避けて貼り付け
てください。

•接着面に手を触れたり、貼り直し
たりすると接着力が低下します。

•アンテナエレメントが短い方を上
にして取り付けてください。

長い方を上にすると充分な受信感

度が得られない場合があります。

角度や位置を
調整して貼る

アース板2

室内側リアウィンドウ

室内側リアウィンドウ

この部分の内張をはずす

短

長

折り曲げない

自然にカーブ

させる

室内側リアウィンドウ

ネジ

端子カバー

端子カバーは手前

にスライドさせて

取り外してくださ

い。

アース板2

補助クランパー3

配線のしかた
コードがシフトレバーなどにからまると、非常に危険です。またナビ
本体を使用している場合、モニター接続コードはできるだけ離してく
ださい。近くに設置すると、テレビ画面にノイズが発生することがあ
ります。

コードの接続先について

ご注意 

•左右のTVアンテナは、できるだけ
長くのばしてください。

ただし、左右のTVアンテナが、お
互いに重なったり接触しないよう

にしてください。

•車種（リアウィンドウの大きさやリ
アゲートの開閉のしかた）によっ

て、アンテナを取り付けられない

場合があります。

詳しくは販売店にご相談くださ

い。

TVアンテナコードの余長分の処理について
TVアンテナコードを束ねてナビ本体の近くに設置すると、ノイズが発
生することがあります。コードは束ねないようにまとめ、ナビ本体から
できるだけ離れた所に設置してください。

コネクションボックス コネクションボックス

ナビ本体 ナビ本体

スカッフプレート

スカッフプレート

各アンテナコード

モニター

シート下にテープで固定する

リアシートクッション部

スカッフプレートをはず
し、フロアカーペットの下
に引き回してください。

端子の1本はコネクションボックスま
たはナビ本体のFMアンテナ入力へ
（ナビ本体へは必ず白い方を接続し
てください。）

車両のACC電源へ

車両の金属部へ

アンテナコード : 6m

ヒューズ（0.5A ）

アクセサリーコード（赤） : 6m

アースコード（黒） : 6m

*直接バッテリーへ
接続しないでくだ
さい。

ACC 0.5A

ドアの開閉でコードを挟み
込まないように、余分なた
るみをコードクランパーで
押さえてください。
アース板は位置を工夫して
貼り付けてください。

シート下にテープで固定する

ハッチバックの場合

必ず車両の金属部分へあてる

端子の1本は、コネクションボッ
クスまたはナビ本体のFMアンテ
ナ入力へ。（ナビ本体へは必ず白

い方を接続してください。）

コネクション
ボックス

50mm以上空ける

50mm以上
空ける

リアウィンドウの熱線に接

触させないでください。故

障などの原因となります。


